
）野分（／】題主新【・分区）名文英の目科（名目科業授

高度化②「利益共有型インターンシップ（地域豊じょう型）」 

（Strategic Internship for Mutual Merits of Students and Oita Area） 

全学共通科目 

【福祉・地域】／（社会）

必修 

選択 
単位 

対象 

年次 
員教当担限曜期学部学

選択 4 2・3・4 教・経・医・理工・福 前期 集中

中川 忠宣 

内 線： 

E-mail： 

【授業のねらい】 
本講義は、１週間から２週間前後の宿泊型の現場訪問フィールドワークである。この大学の外での活動では、地域住民と学生、高齢者と若者、文系人と理系人など異質集

団において、学生が出向いた場所でおこっている事実を自ら集め、それらを構造化することから本質的な問いをたて、それに対して理論を踏まえた根拠のある解決策を提

示し、その案を地域に貢献できる形で明示知（みえる）化できることを目的としている。

訪問地域は、大分県内の過疎地域を対象とし、これまでの当講義の地域での活動成果を踏まえた取り組みを展開する。

【具体的な到達目標】 
・地域住民と、毎日、自ら、笑顔で挨拶ができ、データ調査や解決策の話合いができる。

・地域現場に触れる地域データ分析とその情報化により、課題を見いだし、その解決策のストーリーづくりをチームの一員として主体的に他人と協働しながら行う事がで

きる。

・地域社会に貢献する成果物として次の観点を相乗させた「ことづくり」案を提案できる。

(a)地域が既に持っている商品、旅行企画、特産物、工芸品など「形あるものの特徴を適切に評価」している。

(b)地域の伝統、自然、こだわり、熟練、文化、教育など見えないものを適切に評価している。

【授業の内容】 
本講義は、宿泊型の現場訪問フィールドワークである。高度化教養①地域ブランディングなどで課題提供の地域とより深い交流の必要性に気付いた学生や主体性を育みた

いと考えている学生を意識している。

宿泊とデータ解析、議論などは、地区の休園幼稚園や地域研究施設で実施する。

具体的には、高齢過疎地域の住民と現場に入り触れ合う。

この触れ合いを地域の特色データ収集活動につなげ、その解析から田舎の活性化課題を学生自ら設定する。

さらに、その解決策に必要な行動を学生同士の協調学習（全員参加で「過程」よりも「成果物」を求める学習）により提案し、地域住民と話し合うことで、地域社会で実

際に適用されうる「カネとその循環づくり」策を提示する。

これらの取組を通じて受け入れ地域の自治会などとの深い信頼構築も狙う。

また、地域課題解決型の学習を協調学習として展開することで、社会牽引人材に必須である「知識を介した他者との関係を構築する能力」も高める。

なお、COC+コーディネーターの物理的、精神的なアドバイス、支援も課題解決に活かす。

地域との精神的な垣根を低くするために、１と２を準備段階として実施する。

1.授業ガイダンスにおいて、前年度までの本講義に参加した学生の成果、「まち・ひと・しごと創生戦略」、過疎地域の論述文面資料を分析する（事前学習）。

2.受け入れ地区で 1 泊 2日（土日）でのインターンシップを 3～4回程度、月一度のペースで実施する。 

3.受け入れ地区で祝祭日、長期休暇中に 2泊 3日程度の現場実践型インターンシップを 1〜 3 回行う。

この期間とその終了後にグループの地域振興策をまとめ、最後に地域組織の主要構成員の方々に対して中間発表を行う。

4.地域の集会などにおいて、地域の方々に対して見える化した成果物（活動）を報告する。

【学生がより深く学ぶための工夫】 
地域現場に入り、地域問題を見いだし、それを解決する課題を協調学習で提示する。

これらは、データ分析、情報化、探索した知識の内化、外化を伴う深い学習そのものである。

【時間外学習】 
仲間同士、地域の方々と話合いを何度も主体的に重ねる講義活動である。

宿泊期間中も仲間同士の話合いなどの活動が必要となる。チーム活動の深さにより、日中のフィールドワークの内容が左右されることになる。 

また、取り組み後半の宿泊期間中では、地域への最終発表資料作成のために学生同士、地域の方との話し合いを常時行いながら、成果を見える化していく作業を行う。

【教科書】 
講義の中で資料を適宜紹介する。紙媒体資料を直接配布するか、ｍｏｏｄｌｅ 上に電子資料を掲載する。

【参考書】 
講義の中で資料を適宜紹介、もしくは、配布する。

【成績評価の方法及び評価割合】 
1．宿泊型授業への参加状況、受講姿勢 約 1/2（真剣に調査、分析、成果物の作成に臨んでいる姿勢を高く評価する。）

2．地域の「豊かさ」と「課題」の分析結果を踏まえた地域の方々との主体的な交流行動 約 1/4

3．課題の対策案を「明示知化（みえる化）」した成果物 約 1/4

（視点：地域へ提案した事業策に対する評価（評価者は玖珠地域関係者と大学関係者）、その提案策のコンセプトマップの評価（大学関係者）、ルーブリック表による自

己と他己評価（大学関係者と受け入れ地域関係者））

【注意事項】 
・本科目を既に受講してＣ以上の評価を得ている方は、参加可能ですが単位を認定できません。

・高度化教養①地域ブランディング、他の二つの高度化教養②（企業型など）を受講された方の受講をすすめます。

・自らの成長と地域への貢献のために、途中で辞退することなく成果報告会まで責任を持って、必ず、やり遂げること。

インターンシップにおける学生同士の共同宿泊には、地域の方々との夕食の交流会もあり、大人と同僚との対人能力を伸ばす絶好の機会である。

積極的に取り組んで、不安と苦しみを自らの成長の踏み台として欲しい。

寝具の用意は不要。お風呂は地域の温泉。宿泊費不要。自炊可能で食材は各自で購入。

学生教育研究災害傷害保険（学研災）、学研災付帯賠償責任保険の加入必須。長期間にわたり地域で宿泊型の活動を行うので、十分な覚悟を持って望んでください。

【備考】 
チームでの学外宿泊活動を基本としているので受講者が数名以下などの場合は、実施を見送ることがあります。

受講の希望者は全員に対して選考（面接とＧＰＡ診断など）を行い、合格者のみ受講を認めます。

・分区 ）名文英の目科（名目科業授 【新主題】／（分野） 

国際健康コンシェルジュ養成講座 

(International health concierge training course) ＊大分を創る科目 

全学共通科目 

【文化・国際】／（総合） 

必修 

選択 
単位 

対象 

年次 
 員教当担 限曜期学 部学

選択 1 1・2・3・4 教・経・医・理工・福 前期 集中 

大下（医），西田（医），工藤（保健管理センター），

包（経），濱中（大分県立看護科学大学） 

内 線： 

E-mail：oshita@oita-u.ac.jp（大下），

blianqun@oita-u.ac.jp（包），

udou-yoshikuni@oita-u.ac.jp（工藤），

ynishida@oita-u.ac.jp（西田），

hamanaka@oita-nhs.ac.jp（濱中）

【授業のねらい】 

なんらかの病気・外傷等に罹患した訪日観光客に対し、速やかな応急処置と疾患の重症度の判断が可能となる医学的な知識

を学びます。この医学的な対応知識を踏まえて、体調を崩した訪日観光客（車いす利用者も含む）に対し、病院、ホテルな

どで使用する英語、中国語の基本的表現を学び、助けを必要とする外国人に英語や中国語で積極的に話しかけることができ

る人材の育成を目的とします。 

 】標目達到な的体具【

習得する専門知識（Contents）とそれを活かした能力(Competency)は、次の点である。  

1. 病気・外傷の重篤度・緊急度の判断が可能となり、また必要な応急処置できる。

2. 外国語（英語、中国語）の基本的な表現を使って、「身体症状を質問し、適切な指示を与える」ことができる。 社会人と

の協働講義の中でのばす能力(Competency)は、次の点である。

3. 多様な年齢、性別、人生観、仕事観を持つ社会人と上記の会話訓練をすることで、自ら他人と「話す」状況をつくるきっ

かけを創出できる。

【授業の内容】 

１．「科学と医学」に関する基本的な知識を得る。  

２．成人によくある病気に関する知識を得る。  

３．婦人科疾患と産科疾患の知識を得る。  

４．心肺蘇生法（胸骨圧迫、人工呼吸）や AEDを用いた除細動による一次救命処置の手順を習得する。 

５．体調を崩した訪日観光客に呼びかけ、応答する基本的英語表現を知り、発話練習を行う。  

６．日本人が国外で体調を崩した時に、ホテル、公共交通機関、病院などで使用する基本的英語表現を知り、発話練習を行

う。  

７．中国語の発音規則と発声の仕方を学び、その発音練習を行う。  

８．体調を崩した訪日観光客に呼びかけ、応答する基本的中国語表現を学び、発話練習を行う。  

【学生がより深く学ぶための工夫】  

小テスト、知識の定着・確認を図るレポート、ロールプレイ 

【時間外学習】 

【準備学修】事前に資料が配布された場合は、資料を用いて予習を行う。（4h） 【事後学修】授業で学習した内容や配布資

料を用いて復習する。（10H） 

【教科書】 

なし。（講義の中で適宜資料を配布する） 

【参考書】 

講義において、適宜紹介する。 

【成績評価の方法及び評価割合】 

健康：筆記試験（２５％）、レポート（７５％）【目標 1 に対応】  

語学：講義中に取り組む課題（１００％）【目標 2・目標 3に対応】 

【注意事項】 

講義中に社会人、他大学の学生、他学部の学生とのグループワークを行うので、積極的にコミュニケーションをとるように

してください。 

【備考】 


